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逆流性食道炎治療の第一選択薬は PPI や P-CAB であることは高いエビデンス

レベルで示されている。しかし、薬物療法では食道裂孔ヘルニアや下部食道括約

筋弛緩などの解剖学的問題を改善したり、物理的な胃内容逆流を防ぐことは出

来ない。そのため、内科治療抵抗性の場合には、インピーダンス検査や内圧検査

などの食道機能検査を行い、その病態を解析し治療方針を策定することが重要

である。 

本セッションでは、逆流性食道炎と食道裂孔ヘルニアに対する治療適応につい

て、内科および外科の立場から現状と課題について検討したい。 


